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上 薗 恒 太 郎 （編）  
概要  
長崎平和文化研究所は，2021 年 1 月 10 日および 17 日に，都市の記憶講演会 VI,VII,をおこなった。 
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＊1529 ポルトガルとスペインはローマ教皇に仲介を依頼して 1494 年にトルデシリャス条約，1529 年にサラゴサ























1592年から 17世紀の初頭にかけて，広東では金は銀に対して 1対 5.5から 1対 7の比率で交換された。他方ス
ペインではその比率は 1対 12.5から 1対 14で，銀価格は中国でスペインの 2倍した。1590年代には金／銀比率








＊1540 幕府の使船と称する船が銀 8万両を朝鮮へ運ぶ。 
＊1540 イエズス会がローマ教皇パウルス 3世により認可される。 
＊1542 ジャンク船に乗ったポルトガル人が日本の種子島に漂着，鉄砲を伝える。この船主は王直。 
   種子島で制作された鉄砲は，坊津，平戸，豊後，和泉堺でも制作された。種子島氏は紀州熊野を信仰し，
南海路と呼ばれる堺から薩摩への直通ルートが開かれており，鉄砲は堺に直接伝えられた。 














＊1549 年 9 月に，伊集院城（一宇治城／現・鹿児島県日置市伊集院町大田）で薩摩国の守護大名・島津貴久
に謁見，宣教の許しを得た。 
＊1549 日本から大内氏による最後の遣明使節派遣，正使は策彦周良，臨済宗の僧であり外交官（遣明船は初
歩的コンパスを利用したと考えられる）。1557 年大内氏滅亡によって，1401 年から 19 回にわたる日明貿易
が途絶える。以後この航路の権益は島津氏発展の基盤となった。 
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    宝徳年間（1449～1452，室町幕府足利義政の時代）に明に渡った商人楠葉西忍は、明で購入した糸 250
文が日本で 5貫文（＝5000文）で売れ、日本から銅 10貫文の 1駄が明で 40-50貫文で売れたと記す。 
＊1549～50 年 ポトシ銀山で銀ブーム。キリスト教教化を条件に現地人労働力を実質的な奴隷として使役するこ
とを可能にしたスペイン殖民地でのエンコミエンダ制によって労働者が確保された。 
































1568 トーレスは大村で 12月 8日，無原罪の聖母に捧げられた教会を三城城の麓に開いた。 
1569 長崎でのヴィレラの宣教は効果的で，1569 年 11 月１日諸聖人に捧げられた教会が完成した。「小さくて美
しい」その教会に 1570 年の春にはトーレス神父も移り，いろいろの試練を乗り越えて信仰を守り続けた大村
純忠が，トーレス神父を見舞いに訪れている。ザビエルが平戸に着いてから 20 年目には，現在の長崎教区


































＊1577 大村純忠には洗礼名を持つ 4 人の息子、喜前（サンチョ），純宣（リノ），純直（セバスチャン），純栄（ルイ




































＊1581 修道院に司祭 3名，修道士 1名が駐在し，さらに修道士 3名が追加される。 
＊1581 ヴァリニャーノ，イエズス会員のための宣教のガイドライン，『Il Cerimoniale per i Missionari del Giappone
（日本の風習と流儀に関する注意と助言）』を執筆。 
＊1582本能寺の変，織田信長死す， 























＊1585 司祭 4名と修道士 2名が駐在。教会は 2,3度増築したが，さらに大きい教会を建てることにする。 
＊1585天正遣欧少年使節，ローマ教皇グレゴリウス 13世に謁見。 
＊1585 長崎－マカオ間のポルトガル船による貿易量が 500,000両。 
＊1586年，豊後の大友宗麟は秀吉に大坂で面会し、島津義久が侵略してきたことを訴え救援を求めた 


















＊1590 長崎の人口 5,000人。 
＊1590 天正遣欧少年使節，長崎に帰港。帰国する遣欧使節を伴ってヴァリニャーノが 2 度目の来日。使節ら
の持ち帰ったグーテンベルク印刷機によって日本語書物の活版印刷が初めて行われた。 
＊1591 天正遣欧少年使節が聚楽第において秀吉に西洋音楽（ジョスカン・デ・プレの曲）を演奏。 
＊1591 対馬では，秀吉の朝鮮出兵（文禄・慶長の役）に先立つ 1591 年、中継基地として厳原に清水山城、上
対馬の大浦には撃方山城が築かれた。対馬の宗義智は朝鮮出兵で 5,000人を動員した。 
＊1592 被昇天の聖母教会と修道院が破壊され，材木は名護屋に運ばれる。 
















＊1595 長崎の人口 8,000人以上。 
1596 (26聖人殉教)年，イエズス会本部は，日本の司教ドン・ペドロ・マルティンスを迎え，一時司教座でもあった。





















＊16世紀末から 17世紀初頭、日本の銀は世界の産出量の 3分の 1から 4分の 1を占めたと考えられ，15世紀
から減少した中国の銀に代わって，明がモンゴルなどとの戦いを進める必要から，中国にもたらされた。16世
紀後半からは，スペインによる新大陸の銀が中国貿易に使われた。 
＊1600 年前後の日本銀は，長崎－マカオ間のポルトガル人や密貿易によって運ばれ，年間 50 から 80 トン，中






＊1601 六か町最初の火事。  
1601年セルケイラ司教の司式により改築された岬の教会の献堂式が行われた。 
1601 年の秋，この教会で初めて 2 人の日本人，イエズス会のセバスチャン木村とルイス・ニアバラが司祭として叙
階された。この頃，大村と有馬にも立派な教会が建立された。 
1601 年から 1614 年までは，長崎の教会の黄金時代である。セルケイラ司教の賢明な指導の下に市内の教会は






























に制限することなどを定めた。釜山に倭館が再建され，長崎出島の 25 倍におよぶ約 10 万坪の土地に、500


































＊1614 長崎の教会 11箇所が破壊される。 
＊1614 被昇天の聖母教会が破壊・焼却される。 
＊1614（糸割符宿老会所） 外浦町に糸割符宿老会所を置く。カーザ（生糸倉庫）を糸割符仲間が占拠。 
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＊1618 30年戦争が始まる。ドイツ内のキリスト教新旧両派の争いが西ヨーロッパの新教国・旧教国戦争へと広が




































＊1635 日本人の海外渡航と帰国を禁止，外国船の入港地を長崎 1港に限定。 
＋1635長崎－マカオ間のポルトガル船による貿易量が 1,500,000両。 
＋1636ホンタイジ，大清国皇帝として即位。 































＊1659 長崎の人口 40,700人 
＋1661 鄭成功，オランダ人支配下にあった台湾のゼーランディア城を占領し，台湾を占拠。  
＋1662 鄭成功，病死，39歳という。そのあとは子の鄭経が継いだ。 








＊1688 長崎へ入港したいわゆる唐船 194隻（または 193隻），これが最も多い入港記録。 
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    福州船 45 隻，寧波船 32 隻，厦門船 28 隻，南京船 23 隻，広東船 17 隻，泉州船 7 隻，潮州船 6 隻，広




















1600年から 1750年までの 1世紀半でその伸びは 90パーセントを超えている。人口増加が比較的遅かったのは，
西洋およびおそらく中央アジアとアフリカで，人口が減少したのはアメリカ大陸だけであり，メソ･アメリカのマヤやアス














1865 年 3 月 17 日，出来上がったばかりの大浦天主堂にてキリシタンが発見された。長崎の教会は新しい道を歩
み始めた。 
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〇https://www.nagasaki.catholic.jp/?page_id=95「長崎の教会」（2020年 11月 30日閲覧） 





〇平川克美（2020），株式会社の世界史 「病理」と「戦争」の 500年，東洋経済新報社 
〇デ・ルカ・レンゾ（2019），長崎のイエズス会本部とその影響 〜そこで活動したイエズス会員を中心に〜，平和





〇長崎県教育委員会（1995），長崎県文化財調査報告書第 123 集 万才町遺跡 長崎県庁新別館建替えに伴う
発掘調査報告書 
 
